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このメールは本会 HP より登録された方々へ配信させていただいております。 

配信停止設定は、メール後方のご案内をご確認ください。 

現在の登録件数：4,586 件  

 

 ******************************************************************** 

 

ＳＣステーションは、クラブづくりの疑問や悩み解決のヒントと 

なるＱ＆Ａ集で、現在 275 個あり、キーワード検索もできます。 

 

Ｑ＆Ａを紹介する SCPR 号は年 4 回（3 カ月に 1 回）発行しています。 

平成 24 年度は、3 月 5 日の発行が最終回となります。 

クラブ育成アドバイザーがクラブからよく受ける質問を中心に、 

新たなＱ＆Ａを 5 個、HP にアップしましたので、ご紹介します。 

本年度の SCPR 号では、都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡 

協議会の活動報告を、全国 9 ブロックの中から紹介しています。 

今回は、中国ブロック（岡山県）、四国ブロック（香川県）、 

九州ブロック（熊本県）です。 

ぜひご覧ください！ 
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■総合型地域スポーツクラブ岡山協議会（名称：ＳＣ岡山ネットワーク） 

      自立への模索 ～連携と協働～ 

■香川県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

      ～励まし合える仲間・高め合える仲間を大切に！～ 

■熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（名称：ＳＣＳ火の国クラブネット） 

       ～クラブ間のネットワーク構築を目指して～ 

 

◆◇お知らせ◇◆ 

●スポーツ指導における暴力根絶に向けた日本体育協会の取組み 

●「第 7 回全国スポーツクラブ会議 in 越後むらかみ」が開催されます！ 

（5 月 18,19 日） 

●笹川スポーツ財団 SSF セミナー2013 SPRING「スポーツとまちづくり」 

開催（3 月 19 日）<募集期間延長> 

●2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会招致に 

 ご協力をお願いします！ 

●あくしゅ、あいさつ、ありがとう 

 ～フェアプレイで日本を元気に！～キャンペーン 

 フェアプレイ宣言者 10,000 人を突破！ 

 

 

 

******************************************************************** 

【１】ＳＣステーション 5 個の新 Q＆A が HP にアップされました<NEW!> 

（２．組織と運営） 

●Q31 NPO 法人化するまでの手続きとスケジュールは？ 



 

NPO 法人として活動を開始するまでには、申請の前段階も 

含めると概ね６か月間の準備期間を考えておくとよいでしょう。 

認証を受けることは難しいことではありませんが、法人として 

のクラブの方向性・あり方を考えて決めていく時間も必要です。 

▼詳しくはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=522&AFMID=531 

 

（１０．事務局の仕事） 

 ●Q22 NPO 法人になったら、しなければいけないことは何ですか？ 

 

NPO 法人を設立後、総会や理事会の開催などを始めとして、定款 

に沿ったクラブ運営をしていくことになります。書類作成など、 

多くの事務手続きや適切な会計処理なども求められることになります。 

▼詳しくはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/128/Default.aspx?QuestionID=523&AFMID=552 

 

 ●Q23 クラブマネジャーの仕事で生計は立てられますか？ 

 

「雇ってもらおう」という受け身の意識ではなく、経営者として 

自ら事業を組み立てれば決して不可能ではありません。 

収支のバランスとクラブの理念の達成を同時に成り立たせて 

財源の確保を図りましょう。 

▼詳しくはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/128/Default.aspx?QuestionID=524&AFMID=552 

 

●Q24 クラブの活動で備えておくべき医薬品等は？ 

 

 負傷者や急病人の悪化を防ぎ病院に引き渡すまでの一時的な 

 対応としての「応急手当」と、緊急事態に人の命を救うために 

 できる心肺蘇生法や止血法の「救命処置」とがあり、それらに 

 応じた医薬品・用具の備えが必要です。 

 ▼詳しくはこちらから

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/128/Default.aspx?QuestionID=525&AFMID=552 

 

●Q25 もしもの時の救急蘇生法や AED について教えてください。 

 救急蘇生法には、一般人でもできる「一次救命処置」と医師か医療 



 機器や医薬品を用いて行う二次救命処置があります。 

 「一次救命処置」には、①突然の心肺停止もしくはこれに近い状態 

になったときに、胸骨圧迫や人工呼吸を行う心肺蘇生、②AED を用 

いた除細動、③異物で窒息をきたした場合の気道異物除去の３つで 

す。 

 ▼詳しくはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/128/Default.aspx?QuestionID=526&AFMID=552 

 

 

 

********************************************************************** 

【２】「ＳＣステーションの使い方」ガイド 

 

■「メニュー」から使う方法 

 

日体協 HP のトップページの中程にある「総合型地域スポーツクラブ」 

を左クリックすると、クラブ専用のページに入ります。 

向かって右側にある「ＳＣステーション」を左クリックするとメニュー 

のページになります。 

ページの真中にある「ＳＣステーション」のロゴマークを左クリック 

しても、メニューのページに入ることができます。 

  

メニューは以下 11 あり、（ ）は各項目内にある現在のＱ＆Ａ数です。 

項目をクリックすると一覧がでますので、見たいＱをクリックしてください。 

Ｑ一覧は掲載の古い順に並んでいます。 

  

 ０．背景と意義（28 個、5-01 は 8 つの事例） 

 １．クラブのつくり方（37 個） 

 ２．組織と運営（31 個） 

 ３．人材と育成（22 個） 

 ４．活動場所と施設（23 個） 

 ５．事業計画と評価（18 個） 

 ６．広報とＰＲ（22 個） 

 ７．財源と財務（19 個） 

 ８．競技力向上とクラブ（17 個） 

 ９．プログラムとイベント（33 個） 

 10. 事務局の仕事(25 個) 

  

 ▼「メニュー」お試しはこちらから 

   http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/308/Default.aspx 

    

 



■「シーン別」から使う方法 

 

日体協 HP のトップページの中程にある「総合型地域スポーツクラブ」 

を左クリックすると、クラブ専用のページに入ります。 

 

真中より下方に「シーン別Ｑ＆Ａ」がありますので、見たいＱを 

クリックしてください。 

（シーン別のどの項目をクリックしても、目次の先頭にでますので、 

 他のシーン別を見たい場合は、下方向に下がってご覧ください） 

 

 １．設立や運営にかかわる仲間・人材を集めたい！    （8 個） 

 ２．総合型クラブの意義をわかりやすく説明したい！  （8 個） 

 ３．既存団体や学校・行政といい関係をもちたい！    （8 個） 

 ４．新しい会員を増やし交流を活発にしたい！        （9 個） 

 ５．よい指導者をみつけ安全に楽しく行きたい！      （8 個） 

 ６．活動のための財源を確保したい！               （9 個） 

 ７．活動のための施設やクラブハウスを確保したい！  （9 個） 

 ８．人材や組織を育て、長く続くクラブにしたい！    （10 個） 

 

 ▼「シーン別」お試しはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/341/Default.aspx 

 

 

■「キーワード検索」から使う方法 

 

日体協 HP のトップページの中程にある「総合型地域スポーツクラブ」 

を左クリックすると、クラブ専用のページに入ります。 

 

真中より下方にある「ＳＣステーション」のロゴマークの下に、水色 

の帯に白い箱があり、調べたい事柄にかかわるキーワードを入れると、 

全部のＱ＆Ａの中から、そのキーワードがあるＱ＆Ａが拾い出されます。 

 

また、2 つのキーワードを入れると、どちらかのキーワードが掲載 

されているＱ＆Ａが抽出されます。 

 

▼「キーワード検索」お試しはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/sc/tabid/67/Default.aspx 

 

 

■SC ステーションＱ＆Ａ一覧（2013.3.5 現在） 

http://www.japan-sports.or.jp//Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H25/130305.sc-station_rist.pdf  

 

 

********************************************************************** 

【３】SC 全国ネットワーク「都道府県総合型地域スポーツクラブ 



   連絡協議会」活動報告 VOL.7～9 

 

ＳＣ全国ネットワークは、平成 23 年 11 月末で、47 都道府県すべてに 

連絡協議会が設立され、全国で 2,700 を超えるクラブが加入しています。 

■総合型地域スポーツクラブ岡山協議会（名称：ＳＣ岡山ネットワーク） 

      自立への模索 ～連携と協働～ 

 

設立１、2 年目は 1 箇所に集まりイベント中心に事業を行い、3 年目 

は県内の 3 エリアが連携しながらイベントを同日開催しました。 

4 年目の今年度は、「クラマネ部会」を新設し、協議会内の事業部門 

の企画・立案、運営を、３エリアの持ち回りで行っています。 

「『身の丈』を考えればクラブの姿が見えてきます。『肩ひじ張らず』 

にクラブを育てていきたい」と長尾会長は考えています。 

 

▼詳細と写真はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H25/3.SCPR_scnet_kyougikai_okayama.pdf  

 

■香川県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

      ～励まし合える仲間・高め合える仲間を大切に！～ 

 

毎年、6 月に総会と研修会、秋には県民スポレク祭へ連絡協議会として 

参加しています。冬は「かがわ生涯スポーツフォーラム」への協力、 

その他、電子メール・facebook での情報交換、関係団体への訪問（設立 

支援や育成支援）などです。スポレク祭とフォーラムでは、毎年様々な 

クラブが自慢の指導者たちを紹介しあいます。「みんなが笑顔になって、 

みんなが潤える活動を支援したい」と野﨑会長は考えています。 

 

▼詳細と写真はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H25/3.SCPR_scnet_kyougikai_kagawa.pdf  

 

■熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（名称：ＳＣＳ火の国クラブネット） 

       ～クラブ間のネットワーク構築を目指して～ 

 

県内を 3 ブロックに分け、全体事業とブロック別事業を実施しています。 



毎年 11 月に「県内クラブ交流大会」を各ブロック持ち回りで開催しています。 

平成 24 年度はニーズに応えて第 1 回目の研修会も開催しました。 

また、連絡調整会議では主にブロック別事業の協議や情報交換等を行い、 

ブロック独自で交流会を実施しています。平成 25 年度より加盟クラブ 

から会費を徴収して自主財源を確保し、自立を目指していきます。 

 

▼詳細と写真はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H25/3.SCPR_scnet_kyougikai_kumamoto.pdf  

 

 

 

******************************************************************** 

◆◇お知らせ◇◆ 

 

●スポーツ指導における暴力根絶に向けた日本体育協会の取組み 

 

皆さんもご存じの通り、高校運動部活動における体罰問題や柔道ナ 

ショナルチームにおける暴力行為等、スポーツ指導現場における暴 

力行為やパワーハラスメント等が数多く報道されています。 

 

日本体育協会では、今般の事態を真摯に受け止め、本会加盟団体を 

はじめとする皆さんと連携・協力して、スポーツ指導現場における 

暴力行為の根絶に努める所存であり、以下のとおり、メッセージを 

発信しました。 

 

総合型クラブで活動されている皆さんにおかれましても、スポーツ 

指導現場における暴力行為等を根絶し、多くのスポーツ愛好者が「 

安全に、楽しく」スポーツに親しめるよう、ますますのご尽力をお 

願いします。 

 

▼スポーツ指導における暴力根絶に向けた本会の取組みについては 

こちらから 

スポーツ指導現場に対する張会長メッセージ 

http://www.japan-sports.or.jp/index/news/tabid/92/Default.aspx?itemid=2591 

 

スポーツ指導現場における暴力根絶について～公認スポーツ指導者 



の皆様へのメッセージ 

http://www.japan-sports.or.jp/coach/news/tabid/81/Default.aspx?itemid=2586 

 

加盟（準加盟及び協力）団体へのスポーツ指導における暴力根絶へ 

の対応に関する通知について 

http://www.japan-sports.or.jp/index/news/tabid/92/Default.aspx?itemid=2584 

 

「指導者のためのスポーツジャーナル」2009 年冬号特集『さよなら、 

体罰』 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/katsudousuishin/doc/sportsjournal2009winter.pdf  

 

公益財団法人日本体育協会及び加盟団体における倫理に関するガイ 

ドライン 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/about/pdf/plan02.pdf 

 

▼去る 2 月 5 日に下村文部科学大臣から「スポーツ指導における暴力 

根絶へ向けて」が発信されました。 

スポーツ指導における暴力根絶へ向けて～文部科学大臣メッセージ～ 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/koho_kyanpen/news/20130207daizinmessage.pdf 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●「第 7 回全国スポーツクラブ会議 in 越後むらかみ」が開催されます！ 

（5 月 18,19 日） 

 

全国の総合型地域スポーツクラブ関係者が一堂に会し、クラブ運営 

についての研修や情報交換等を行う「第７回全国スポーツクラブ会議」 

が、新潟県村上市で下記のとおり開催されます（申込期限：3 月 31 日）。 

年に 1 度のまたとない機会です。ぜひお申し込みください！ 

 

≪主催≫ 全国スポーツクラブ会議実行委員会 

≪共催≫ 日本体育協会総合型地域スポーツクラブ全国協議会、 

       クラブリンクＪＡＰＡＮ、NPO 法人クラブネッツ 

≪主管≫ 村上市総合型地域スポーツクラブ連絡会   

代表事務局 NPO 法人希楽々 

（NPO 法人希楽々・NPO 法人総合型スポーツクラブ ウェルネス 



 むらかみ・総合型地域スポーツクラブ 愛ランドあさひ） 

【テーマ】100 年続くクラブを目指そう！～協働・融合のまちづくり～ 

【日時】 平成 25 年 5 月 18 日（土）、19 日（日） 

  ◇1 日目 5 月 18 日（土） 

12：30～18：00（開会式、基調講演、パネルディスカッション等） 

   19：00～21：00（情報交換会）瀬波温泉 汐美荘 

 ◇2 日目 5 月 19 日（日） 

  8：45～12：00（問題提起、分科会、フィットネスダンス） 

【会場】（1 日目）村上市民ふれあいセンター、（2 日目）神林総合体育館他 

 

▼詳細はこちらから（パンフレット・申込方法等） 

 http://kirara-kamihaya.sakura.ne.jp/document2012nendo/Panhuretto.pdf 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●笹川スポーツ財団 SSF セミナー2013 SPRING「スポーツと 

まちづくり」開催  <募集期間延長> 

 

笹川スポーツ財団（SSF）では、このたび、「スポーツとまちづくり」 

をテーマとして、下記のとおり、セミナーを開催いたします。 

 

本セミナーでは、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で被災した自治体 

の現状を少しでも知ってもらい、今後の復興に「スポーツ」で何がで 

きるのか、スポーツに期待される役割などについて、皆様と共に考え 

る場としたいと考えております。 

 

基調講演には、SSF がコーディネートするチャレンジデー実施自治体 

でもある宮城県東松島市より、阿部秀保市長をお迎えします。 

また当日は、自治体、総合型地域スポーツクラブ、アスリートの立場 

でスポーツを通じた復興支援に携わる専門家によるパネルディスカッ 

ションを予定しています。 

皆様、奮ってご参加ください。 

 

日時：2013 年 3 月 19 日（火）18：00～20：00 

場所：アーク森ビル 37 階クラブルーム 

（東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビルイーストウィング 37 階） 



参加費：無料 （定員 100 名：先着順） 

申込方法：以下 URL からお願いします 

http://www.ssf.or.jp/seminar/seminar_130111.html 

申込締切：3 月 8 日（金） 

定員に達した場合は、事前に締め切ることがございます。 

ご了承ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会招致に 

  ご協力をお願いします！ 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック招致委員会では、現在、20 

20 年オリンピック・パラリンピック競技大会を東京で開催すべく、 

各所で招致活動を行っていることは皆さんご存じの通りです。 

 

現在、3 月 4 日-7 日にかけて立候補都市である東京の視察・調査を行 

うため、IOC（国際オリンピック委員会）評価委員会が来日中です！ 

期間中は、立候補ファイル各テーマの内容についてのプレゼンテー 

ションや会場予定地の視察などが行われます。  

 

日本がひとつとなって、これまで以上に招致活動を盛り上げるために、 

皆様の一層のご理解とご協力をお願いします。 

(twitter、facebook 等もご活用ください) 

 

▼2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会招致委員会 

ホームページはこちらから（貴クラブのホームページにリンク 

いただくなど、ご協力をお願いいたします） 

http://tokyo2020.jp/jp/index.php 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●あくしゅ、あいさつ、ありがとう 

 ～フェアプレイで日本を元気に！～キャンペーン 

 フェアプレイ宣言者 10,000 人を突破！ 

 



日本体育協会では、社会におけるスポーツの価値をより高めていく 

こと、スポーツ界を中心に「フェアプレイ」を社会全体に浸透させ、 

日本を元気にしていくことを目的に「フェアプレイで日本を元気に」 

キャンペーンを実施中で、専用 WEB サイトも公開しています。 

 

本キャンペーンは、「フェアプレイで日本を元気に」を合言葉に 

「あくしゅ、あいさつ、ありがとう」という具体的な行動を通じて、 

日本社会を元気にしていく取り組みで、平成 23 年にスタートしました。 

 

この度「フェアプレイ宣言者」が 10,000 人を超えました！ 

これもひとえに皆様のご理解のおかげと深く感謝しています。 

 

2016 年までにはフェアプレイ宣言者 100 万人を目指しています。 

まだフェアプレイ宣言をされていない方はぜひ専用 WEB サイト上 

でフェアプレイ宣言をお願いします。 

なお、フェアプレイ宣言を行っていただくと宣言書のダウンロード 

ができ、各種画像データをご自身のブログ等でもご利用いただけます。 

ぜひご活用ください。 

 

日本体育協会は、これからも「フェアプレイ」を広げるためにキャン 

ペーン活動を続けてまいりますので、皆さまのご協力をお願いいたし 

ます。 

 

▼フェアプレイ宣言者 10,000 人を突破！ 

http://www.japan-sports.or.jp/index/news/tabid/92/Default.aspx?itemid=2595 

 

▼フェアプレイ宣言等、詳しくはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/fair/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★ＳＣステーション全体はこちらから★ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/308/Default.aspx 
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    ☆★☆ メール配信サービスのご案内 ☆★☆   

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

                    

 ◆メールマガジン配信停止(退会)ご希望の方は、こちらから◆ 

  http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/515/Default.aspx 

  

 

  ※お客様のメールアドレスが変更になる場合は、上記ページで一度 

  退会処理をされた後、再度登録手続きを行ってください。 

 

 ◆当メールは送信専用で配信されており返信できません◆ 
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